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第５章 小学校区域ごとの各地域の取り組み 
 

地域福祉活動計画の基本理念、基本目標を実現するためには、各地域において、地域住民がつな

がり、地域の生活課題の解決に向けて取り組みを進めていく必要があります。 

本計画では、地域住民や各種団体が参画し、地域の実情に応じてさまざまな地域福祉活動を展開

している「校区福祉委員会」のエリア（９小学校区・11地域）を地域の単位としています。 

なお、令和４年（2022年）４月１日以降の各校区での活動計画（アクションプラン）の策定にあ

たっては、下記の通り、令和２年（2020年）度～３年（2021年）度にかけて各校区福祉委員会で議

論を行いました。令和４年（2022年）度から令和７年（2025年）度までの４年間の活動の指標とな

ります。  

 

令和２年 ９月  

10月  

11月  

12月  

令和３年 １月  

２月  

３月  

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10月  

11月  

12月  

令和４年 １月  

２月  

３月  

４月  

市民アンケート調査（交野市事務局）（7～25 日） 

地域懇談会※意見集約アンケート調査 

・各校区の委員等に意見を募集し、集約し

て、各校区にフィードバックを実施 

長宝寺小学校区地域懇談会（27日） 

各校区説明会（社協事務局） 

・アクションプラン策定の方法とアクションプランの様式について 

各校区アクションプラン編集 

・「地域のよいところ」「地域にあったらいいな・できたらいいな」の編集 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止及び緊急事態宣言発令等に伴い、各校

区の状況や委員会・役員会の時期に合わせて実施。 

各校区アクションプラン策定 

※新型コロナウイルス感染症拡大

防止及び緊急事態宣言発令等に

伴い、各校区の状況や委員会・

役員会の時期に合わせて実施。 

校区福祉委員会委員長会議（17日） 

校区福祉委員会委員長会議（21日） ・アクションプラン（完成版）の共有 

共有 

共有 

交野市地域福祉活動計画策定・推進委員会（28日） 
・地域福祉活動計画及びアクションプラン成案 

アクションプランに基づく地域福祉活動の推進 

※新型コロナウイルス感染症の状況に配慮

し、その他の校区での懇談会開催を中止 
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■交野みらい校区福祉委員会 

貼付け① 
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貼付け：交野みらい小学校区② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



47 

 

貼付け：交野みらい小学校区③ 
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■倉治小学校区福祉委員会 

貼付け：倉治小学校区① 
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貼付け：倉治小学校区② 
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■郡津小学校区（幾野地区）福祉委員会 

貼付け：郡津小学校区（幾野）① 
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貼付け：郡津小学校区（幾野）② 
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■郡津小学校区（郡津地区）福祉委員会 

貼付け：郡津小学校区（郡津）① 
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貼付け：郡津小学校区（郡津）② 
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■郡津小学校区（松塚地区）福祉委員会 

貼付け：郡津小学校区（松塚）① 

 

 



55 

 

貼付け：郡津小学校区（松塚）② 
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■旭小学校区福祉委員会 

貼付け：旭小学校区① 
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貼付け：旭小学校区② 
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■星田小学校区福祉委員会 

貼付け：星田小学校区① 
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貼付け：星田小学校区② 
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■妙見坂小学校区福祉委員会 

貼付け：妙見坂小学校区① 
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貼付け：妙見坂小学校区② 
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■岩船小学校区福祉委員会 

貼付け：岩船小学校区① 
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貼付け：岩船小学校区② 
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■私市小学校区福祉委員会 

貼付け：私市小学校区① 
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貼付け：私市小学校区② 
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■藤が尾小学校区福祉委員会 

貼付け：藤が尾小学校区① 
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貼付け：藤が尾小学校区② 
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アクションプラン策定を終えて 

～校区福祉委員会委員長ひとことコメント～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【倉治】 

梅本雅明委員長 

地域社会の変化に対

応し安心して暮らすた

め、多様性を持つ人達が

相互の垣根を越え協力・

補完しながら、マイタウ

ン・倉治をめざします。 

【交野みらい】 

(旧交野) 

奥野幸一委員長 

収束が見えないコロ

ナ禍での地域活動の在

り方について、新たな課

題も見えてきた今、with

コロナ時代の取り組み

を考えていくことの重

要性を痛感しました。 

【郡津(郡津)】 

松本信義委員長 

校区福祉活動のある

べき姿“地域住民への福

祉向上をめざす”ことを

デザインしつつ“現有チ

ーム力とのギャップ”へ

の対応が待ったなしを

痛感しました。 

【郡津(幾野)】 

池川辰男委員長 

校区内で活躍してい

る人や団体など、多くの

方たちから幅広く意見

を集め、アクションプラ

ンではできる限り具体

的、客観的な言葉でまと

めました。次は、実行で

す。 

【郡津(松塚)】 

青田和彦委員長 

ＩＴやスマホ等を利

用して情報の共有がで

き、次世代につながる仕

組みづくりに取り組み

たいと思います。 

【星田】 

向井昌博委員長 

地域の各団体との結

びつきをしっかりとし

たものにしていきたい

と思います。そして個々

の結びつきが強まるよ

うに。 

【旭】 

小西祥夫委員長 

福祉のこころを育み、

地域の困りごとを解決

し、支え合う仕組みを確

立して、赤ちゃんからお

年寄りまでがいきいき

と安心して暮らせるま

ちづくりをめざします。 

【妙見坂】 

久保幸子委員長 

校区内の４地区の良

いところや課題を考慮

しつつ、「お互いさま」の

気持ちで、これからの時

代に沿った新事業も組

み込んだ素晴らしい基

本方針ができました。 

【岩船】 

大河内孝子委員長 

地域の方のご好意で

栗林を提供いただきま

した。第４期は新しい世

代間の事業が展開でき

そうで、楽しみです。 

【私市】 

大西幸夫委員長 

一人ひとりが穏やか

に過ごせますよう、みな

さまで「お互いさま」の

想いを大切にし、温かく

住み心地のよい地域に

しましょう。 

【藤が尾】 

山口利子委員長 

向こう三軒両隣を大

切に多様な世代のつな

がりをつくり、見守り支

え合える温かい地域づ

くりをめざします。 

【交野みらい】 

(旧長宝寺) 

西岡昭榮委員長 

地域懇談会での意見

から「幅広い世代の交流

を」との期待を感じまし

た。いつも笑顔で近隣と

のつながりを深め、地域

福祉の推進に微力なが

ら貢献できればと願っ

ています。 

 

（後列左から） 

池川さん、梅本さん、松本さん、奥野さん、青田さん、向井さん 

（前列左から） 

小西さん、大河内さん、大西さん、山口さん、西岡さん、久保さん 


